
部　局 健康医療部 補　職 部長 氏　名 健康医療部長

１．部局の使命

２．使命を遂行するための取り組み方針と、それに基づく取組みの総括 方針取組みの総括

方針 取組みの総括

(2020年度) 部局マネジメントシート 2020年度

全ての市民が、公衆衛生・心身の健康づくり・疾病の早期発見と重症化予防の知識を持ち自ら取り組むことができるよう、環境づくりを行うとともに
、必要な時には何時でも、良質で適正な医療を住み慣れた地域において受けることができるよう、地域医療体制を構築することで、市民の健康寿命を
延伸し、『安全安心・健康先進都市　とよなか』を着実に推進します。
3保険制度（国保、介護、後期高齢）の安定的運用を図り、持続可能な事業継続に取り組むとともに、福祉医療制度に係る支給事務について適正に実
施します。

〇新型インフルエンザ等特別措置法の適用となる感染症発生時の体制を
強化するとともに、風しんや季節性インフルエンザ等の発生情報を収集
し、予防策について啓発することで、感染拡大防止を図ります。
〇新型コロナウイルス対応に関しては、職員全員が情報共有を密にし、
効率的な施策推進に努め、職員の資質向上を図るとともに、従事職員が
メンタルダウンしないようチームプレイで課題対応するなど行います。
〇「豊中市地域包括ケアシステム推進基本方針」の内容を十分に踏まえ
、「豊中市健康医療戦略方針」「豊中市健康づくり計画　中間見直し」
「第３期豊中市食育推進計画」「第２期豊中市国民健康保険保健事業実
施計画」「第３期豊中市国民健康保険特定健康診査等実施計画」「豊中
市地域医療推進基本方針」「豊中市メンタルヘルス計画」に基づき、各
種計画等の進捗管理を図りながら、各種健康医療施策に取り組みます。
〇子どもの健やかな心身の発達のために、児童虐待発生予防や発達支援
などにおいて、関係機関と連携し保健医療の強化を図るとともに、妊産
婦や乳幼児の実情把握、利用者の立場からの相談支援を行い、妊娠・出
産・子育ての切れめのない支援を展開します。
〇「豊中市国民健康保険広域化への対応実施計画」（令和2年度（2020年
度）見直し予定）のもと、国保の広域化（都道府県化）を推進するとと
もに、医療費適正化の取組強化などの国保制度の持続性を確保する視点
で事業運営に取り組みます。
〇３保険（国保、介護、後期高齢）及び国民年金保険について、被保険
者の資格得喪や保険料賦課の適正化を図るとともに、ICT等の活用や、保
険料の収納管理を適正に行い、当該社会保険制度が、互いに助け合う制
度として機能し、安定的に運用されるよう取組みを進めます。
〇新型コロナウィルス感染症の影響等のため収入が著しく減少し、国保
料等の納付が困難になる世帯には、保険料の減免や徴収猶予など相談者
の事情に配慮した柔軟な対応を行います。

〇新型コロナウイルス感染症発生時の検査、受診体制を強化するとともに、
配食サービス等の事業を実施し、感染患者が安心して療養できるように支援
しました。ワクチン接種が滞りなく行えるよう、ワクチン対策チームを立ち
上げ、準備を行いました。
〇特別の班体制で新型コロナに対応することにより、一部の職員に偏ること
なく業務の平均化・効率化を図りました。
〇各種計画に基づき健康医療施策に取り組みました。“いきいき血管プロジ
ェクト”では新たに「血圧」をテーマに加え、民間企業も含めた血圧測定の
環境整備を図るとともに、豊中市スマイルクリーン条例を公布し、周知啓発
や屋外分煙所整備に取り組みました。メンタルへルス計画では調整会議を開
催しコロナ禍における課題等を情報共有しながら前期実施計画の評価及び後
期実施計画を策定するとともに、「コロナこころのケアダイヤルとよなか」
を設置し相談支援体制の充実を図りました。
〇妊娠届出時に全数面接し支援プランのリスク分類に基づき早期からの支援
を行うとともに、医療機関連携や福祉事案の相談等、多職種で専門性を活か
した切れめのない支援を実施しました。特に、多職種専門職による母子保健
の視点を活かし、科学的根拠に基づく支援、保健医療体制の強化に取り組み
ました。新生児聴覚検査に対する費用助成を行い、経済的負担の軽減を図り
ました。
〇第2期広域化対応実施計画のパブリックコメントなどの機会をとらえ、国
保広域化や市の考え方について説明を行うとともに、府内統一保険料率に向
けた料率の設定など、国保広域化に対応して、制度の持続可能性を高める取
組みを着実に進めることができました。
〇居所不明の調査結果や年金情報を活用し資格適用の適正化を図るとともに
口座振替の推進、収納ツールの拡充を行い保険料の収入確保を行いました。
〇新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した方の保険料の減免
・徴収猶予など、適切に対応を行いました。



３．当年度目標と目標設定に対する振り返り等 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

1

新型コロナウイルス感染症への対応

総合計画
2-2-③ 地域医療の充実を図ります。 2-1-④ セーフティネットとしての社会保障制度の充実を進めます。

基本政策

33

〇新型コロナウイルス感染症に対し
て、新型インフルエンザ実働訓練を
活かし、迅速に各班体制で対応する
とともに、会計年度任用職員を雇用
するなど職員体制を強化しました。
また、PCR等の検査体制を医師会と
協力して整備しました。クラスター
が発生した施設等には、感染管理看
護師が直接支援を行うとともに、対
応経過などをまとめ指導に活用しま
した。自宅療養者が安心して療養で
きるよう配食サービスやパルスオキ
シメーターの貸出を行いました。
〇ツイッター等により妊婦や子ども
に関する正しい情報提供を行うこと
で、不安の軽減に取り組みました。
〇市民の健康意識向上のため、動画
・SNSによる啓発を積極的に行いま
した。
〇来庁せずにできる手続きの広報に
加えて、返信用封筒の同封や更新に
かかる申請省略等の取組みを行いま
した。
〇条例改正等を行い、傷病手当金の
受付を開始しました。新型コロナウ
ィルスの影響を受けた収入減少等の
保険料納付相談が1年間で約4千件を
超える相談が寄せられ、分割納付な
どの対応を行いました。

〇新型コロナの発生状況に応じて検
査・受診体制を強化するとともに、
引き続き積極的疫学調査や接触者の
健康観察を実施し感染拡大防止を図
ります。ワクチン接種対策チームを
設置し、接種を滞りなく実施できる
体制整備を進めます。
〇引き続き感染拡大の状況に注意を
払いつつ、各種事業の実施及び業務
に取り組み、全ての妊婦や子ども、
その保護者が安心して生活できるよ
う、最新の知見に基づき情報提供を
行います。
〇市民の健康意識向上に向けあらゆ
るチャンネルを用いて啓発します。
〇新しい生活様式に対応し、被保険
者が窓口に来なくても申請ができる
よう、オンライン申請や手続きの簡
素化に取り組みます。保険給付費や
保険料収入への影響について必要な
分析を行います。
〇傷病手当金（～6/30以降は未定）
については国の財政支援に基づき引
き続き実施します。

〇新型コロナウイルス感染症に対応するため、特別の班体制を整え、機
動的かつ迅速に状況に対応できる組織運営づくりを行うとともに、適切
な医療の提供と、疫学調査や接触者の健康観察を実施し、感染拡大防止
を図ります。

〇市民の不安軽減のため、妊婦や子どもなどの市民が正しい情報を得ら
れるよう市保健所ツイッターなどのSNSも駆使し、迅速な情報提供を図り
ます。

〇新型コロナウイルス感染症以外の市民の健康意識が低下しないように
、フレイル予防などの周知啓発や健康相談など各種健康施策を継続して
行います。

〇窓口の混雑を緩和し、感染拡大を防止するため、郵送や電子申請によ
る手続きを勧めるとともに、所管する様々な事業において、案内文書を
発送する際には感染拡大のリスクを減らすための対策を表記するなど、
市民が安心できるよう取り組みます。

〇労働者が感染した場合（発熱等の症状により感染が疑われる場合を含
む）に休みやすい環境を整えることを目的に、国保被保険者のうち被用
者に対して、傷病手当金を支給します。また、新型コロナウィルス発生
に伴い感染症の影響により一定程度収入が下がった場合については保険
料の減免、保険料納付に困難が生じた場合については、適切に納付相談
を行い、必要に応じて納付猶予措置等の対応を行います。

医療・介護・福祉のネットワーク向上～セーフティネットの強化～（在宅医療と介護の連携推進、難
病支援の充実、障害者支援施策の充実など）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

2

総合計画
2-2-③ 地域医療の充実を図ります。 2-2-① こころと体の健康管理・予防対策を進めます。

基本政策

32 健康施策の推進（食育の推進、健康マイレージ事業の実施、健診センターの設置など） 33

34 住民主体の支え合いづくり（介護予防・生活支援サービスの充実など）

保健所をもつ基礎自治体の強みを生かした総合的健康医療施策の展開と
難病支援の充実

〇アスマイルの市民限定ポイント制
度導入に向けて検討調整を行いまし
た。令和3年（2021年）3月時点の豊
中市民の登録者数は7,475人で、1年
間で4,839人の増となりました。
〇SIB禁煙支援事業には令和3年
（2021年）2月末時点で約800名が参
加しました。屋外喫煙を規制する「
豊中スマイルクリーン条例」を令和
2年（2020年）6月に制定し、令和3
年（2021年）4月施行に向け、条例
の周知を行うとともに、拡大禁止区
域8駅周辺のうち2か所に屋外分煙所
を設置しました。
〇ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞについては、産学官
の会議で効果検証や運用方法を検討
しました。予防接種について情報発
信した期間には、同項目に関する相
談件数が増加したり、アンケート調
査では約9割が｢情報が役に立った｣
との結果でした。
〇医療ケアの必要な患者に対し平常
時の準備について情報提供するとと
もに、指定難病の在宅人工呼吸器常
時使用者に防災プランの見直しを行
いました。また、指定難病・小児慢
性特定疾病以外の在宅人工呼吸器常
時使用者に「防災プラン」を策定し
ました。

〇健康マイレージ事業については、
令和3年（2021年）3月現在、人口当
たりの参加率が2.28％と府内自治体
の中では5番目と参加率は高い状況
です。事業の費用対効果をより高め
るために、令和3年度（2021年度）
から豊中市会員制度を開始し、健康
活動の普及啓発と組み合わせ、家庭
血圧の測定を普及します。
〇たばこ施策については、令和3年
(2021年)4月より施行される市条例
の規制に関する通報等の対応や条例
内容の周知啓発活動を継続的に行っ
ていきます。
〇新型コロナウイルス感染症関連な
どの情報を迅速に正しく伝えること
ができるデジタルサイネージを活用
し、健康サポート薬局・豊中モデル
の充実を図り、かかりつけ薬局等の
普及に取り組みます。
〇引き続き指定難病の在宅人工呼吸
器常時使用者に対して｢防災プラン｣
の見直しを適宜行うとともに、指定
難病・小児慢性特定疾病以外の在宅
人工呼吸器常時使用者に対しても訪
問等で関係を構築し｢防災プラン｣を
作成します。

〇「豊中市健康医療戦略方針」に基づき、平均寿命と健康寿命の差を縮
小するため、各種計画の進捗管理を図りながら、健康医療施策に取り組
みます。
＊健康マイレージ事業を大阪府のスマートフォンアプリ「アスマイル」
を活用し、本市独自ポイント制度の運用を開始します。(10月～)
＊若年層から血圧への関心を高め、高血圧の予防や早期発見・早期治療
につなげていくため、日々の血圧測定の習慣化をめざし、家庭血圧測定
を促進します。

〇包括的たばこ健康施策として、SIBを活用した禁煙支援事業を継続する
とともに、「(仮称)健康安全のためのたばこ施策の推進に関する条例」
(愛称：豊中スマイルクリーン条例)を制定することで、総合的なたばこ
施策を講じていきます。飲食店などへの立入調査等を行います。
・たばこ施策の推進に関する条例制定(6月)　条例施行(令和3年（2021年
）4月)

〇デジタルサイネージの効果検証を行うとともに、健康・医療・福祉等
の情報を発信することで、医薬品等適正使用やかかりつけ薬局等の普及
啓発を図り、健康サポート薬局・豊中モデルを推進します。

〇難病支援者への災害対応として新規患者や状況が変化した患者に対し
、平常時からの準備が必要な自助について情報提供を行い、「防災プラ
ン」を随時見直すとともに、指定難病・小児慢性特定疾病以外の在宅人
工呼吸器使用者にも対象を拡大して、家庭訪問等で関係を構築した方か
ら「防災プラン」を作成します。
・在宅人工呼吸使用者へのアプローチ(家庭訪問等)　(4月～)

医療・介護・福祉のネットワーク向上～セーフティネットの強化～（在宅医療と介護の連携推進、難
病支援の充実、障害者支援施策の充実など）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

3

食品、生活環境及び感染症等の衛生事項の対応強化

総合計画
2-2-② 生活衛生の確保を図ります。

基本政策

32 健康施策の推進（食育の推進、健康マイレージ事業の実施、健診センターの設置など）

〇市内の食品関係施設に対して、改
正食品衛生法に関するリーフレット
を送付し周知啓発を図るとともに、
監視指導計画を作成し、計画通り監
視指導及び検査を実施しました。
〇コロナ禍で増加したテイクアウト
やデリバリーの食品を対象に、買上
げ検査を実施しました。
〇緊急風しん対策事業の対象者のう
ち、昭和37年4月2日から昭和47年4
月1日生まれの男性及び、令和元年
度の未受検者も含めてクーポン券を
送付しさらなる啓発に取り組みまし
た。
〇VPDに関して、HPVワクチンにかか
るリーフレットを国に先んじて作成
し、定期予防接種対象者全員に対し
て送付することにより、改めて制度
の周知を行うとともに、定期予防接
種が開始されたロタウイルスワクチ
ンについても、市内協力医療機関と
調整し、円滑に実施しました。

〇監視指導計画に基づき、計画的で
適切な監視指導を行います。
〇食品衛生法の改正内容を滞りなく
業務に反映できるよう情報収集し、
職員の勉強会を定期的に実施し情報
共有を図ります。
〇令和3年度（2021年度）が風しん
緊急対策事業の最終年度にもかかわ
らず、抗体検査受検率が低調なこと
から、未受検者にあらためて周知の
ハガキを送付するなどさらなる啓発
を行います。
〇HPVは、新たな対象者となる小学
校6年生に個別通知を行い制度の周
知を図ります。また、予防接種の理
解を深め、接種率の高水準を維持す
ることをめざし、4歳以上の定期接
種対象者に必要な通知を個別に行う
とともに、供給が不足しているワク
チンについては、最も必要な対象者
が優先的に接種できるよう、医療機
関に協力を求めます。

〇HACCP方式及び新許可届出制度など改正食品衛生法の周知を図るため、
市内食品事業者に対してリーフレットを送付するとともに、引続き次年
度の豊中市食品衛生監視指導計画を策定します。(10月～3月)

〇新許可届出制度に滞りなく移行できるよう、システム改修など環境を
整備するとともに、新たに許可届出の対象となる事業者を洗い出し、新
許可届出制度にもとづく適切な手続きを行うよう周知を図ります。(12月
～3月)

〇緊急風しん対策事業の抗体検査受検率が低調なことから、令和元年度
の未受検者も含めてクーポン券を改めて発行するなど、対象者への啓発
活動を充分に行い風しん対策の強化を図ります。
・風しんクーポン発送(4月～6月)

〇ＶＰＤ（ワクチンで予防できる病気）と予防接種の理解を深め、接種
率の高水準を維持することをめざし、ＨＰＶ(ヒトパピローマウイルス）
ワクチンに関するリーフレットを作成し、定期予防接種対象者に対して
、制度の周知を目的に送付します。また、医療機関と十分調整し、対象
者への周知徹底を図ることで、ロタウィルスワクチンの定期予防接種を
令和2年（2020年）10月から実施します。
・HPVリーフレット対象者に個別通知(4月～6月)
・ロタウィルスワクチン定期予防接種開始に向けての準備(7月～9月)　
・ロタウィルスワクチン定期予防接種開始(10月)



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

4

子どもの健やかな心身の発達促進のための保健医療の強化

総合計画
1-1-① 産前・産後の切れめない支援を進めます。

基本政策

0 　　　　

〇乳幼児健診の受診率向上及び未受
診者の把握に努めました。医師との
連携を深め、健診精度の向上に努め
ました。先天性難聴の早期発見のた
め、新生児聴覚検査の費用助成を開
始しました。
〇疾病や障害など支援の必要な親子
に対して、多機関と連携し療養支援
や発達支援を行いました。関係機関
と実務者会議を開催し、連携を深め
ました。
〇慢性疾患児や医療的ケアが必要な
子どもについて、医療機関や事業所
と連携し必要な支援を行いました。
災害時支援ランクに応じて、防災プ
ラン（個別支援計画）を活用し、平
時からの準備や有事の対応について
保健指導を実施しました。慢性疾患
児や医療的ケアが必要な子どもとそ
の家族のニーズに添った支援の充実
に向け、医師による職員のスキルア
ップ研修を行いました。
〇豊中市歯科医師会、大阪大学歯学
部と協働して、乳幼児の歯科保健に
影響する育児や生活習慣に関する共
同研究の準備を行いました。

〇乳幼児健診の受診率向上及び未受
診者の把握に努めます。健診従事医
師・小児科医療機関との連携を深め
健診精度の向上に努めます。また、
令和3年度（2021年度）から多胎妊
婦の妊婦健診の経済的負担の軽減を
図ります。
〇疾病や障害など支援の必要な親子
への支援の充実のため、新生児聴覚
検査の費用助成・多機関連携を継続
して実施します。また、乳幼児健診
において、民間資源を活用できる業
務内容や民間資源活用による市民メ
リットの創出などについて、引き続
き検討します。
〇慢性疾患児や医療的ケアが必要な
子どもとその家族のニーズに添った
支援の充実に向け引き続き職員のス
キルアップに取り組みます。また、
支援体制強化のため、検討グループ
を立ち上げ、医療機関や事業所との
連携や平時の支援、災害時支援のあ
り方等について検討します。
〇引き続き豊中市歯科医師会、大阪
大学歯学部と協働して乳幼児の歯科
保健に影響する育児や生活習慣に関
して蓄積した乳幼児健康診査データ
を解析し共同研究に取り組みます。

〇乳幼児健診の未受診者を把握し受診勧奨することで、受診率向上を図
るとともに、小児科医療機関と連携し、健診精度の向上を図ります。ま
た、新生児聴覚検査の費用助成を開始します。
＊新生児聴覚検査費用助成
　大阪府医師会との契約及び受診券準備、周知（上半期）　費用助成開
始（10月～）

〇疾病や障害等など支援の必要な親子に対しては、医療機関や児童発達
支援センターと連携し、療養支援や発達支援を行います。また多機関支
援のための連携や役割分担について検討します。

〇慢性疾患児や医療的ケアが必要な子どもについては、医療機関や事業
所と連携し必要な支援を行う他、個別支援計画の策定や災害時対応の検
討をすすめます。

〇乳幼児健診等について、民間資源活用によるサービス向上の検討を行
うとともに、豊中市歯科医師会及び大阪大学歯学部と産学官協働して、
育児や生活習慣が乳幼児の歯科保健に与える影響に関して研究します。
＊歯科医師会・大学との協働研究（通年）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

5

国保広域化への取組みと保険料収入の確保

総合計画
2-1-④ セーフティネットとしての社会保障制度の充実を進めます。

基本政策

32 健康施策の推進（食育の推進、健康マイレージ事業の実施、健診センターの設置など）

〇主に保険料率設定の考え方（激変
緩和）や保険料減免の統一基準への
移行手法等について、令和2年
（2020年）12月に策定された大阪府
国民健康保険運営方針を踏まえて見
直し、第2期広域化への対応実施計
画を策定しました。
〇第2期広域化対応実施計画の策定
過程等において一部負担金減免等の
運用見直しのスケジュール等を確認
するとともに、市民応対時の説明、
保険料決定通知の送付時の広報等に
加え、第2期広域化対応実施計画の
パブリックコメントなどの機会をと
らえ、広域化や市の考え方について
説明を行いました。
〇保険料収入の確保に向け、口座振
替の推進やLinePayの導入、休日・
夜間の電話による催告等を実施しま
した。保険料収納率は概ね目標値を
達成する見込みです。
〇滞納者への取組みについては、新
型コロナの影響に伴い、催告や滞納
処分の見合わせ、滞納者との直接接
触の回避など「新しい生活様式」を
念頭においた徴収業務に転換しまし
た。
〇口座振替登録手入力業務について
OCRを活用した仕組みの構築を検討
しました。

〇第2期広域化への対応実施計画に
基づき、令和6年度（2024年度）ま
で、府内統一保険料率に向けた保険
料率の設定を行うとともに、一部負
担金減免等についてもスケジュール
に沿って十分に周知をしながら、統
一基準での運用への見直しを行って
いきます。
〇保険料徴収業務に際しては、滞納
者に対して保険制度に関する理解を
求めつつ、早期に滞納状態の解消を
図り、納付意識の高揚を図りながら
納期内自主納付に導いていきます。
新型コロナの影響も引き続き懸念さ
れますが、適切な対応を心がけ徴収
業務を進めていきます。
〇口座振替登録入力業務の簡素化を
図る仕組みの検討、システム開発、
テスト等を行い、令和5年度(2023年
度）に実施します。

〇本年度に行われる大阪府国民健康保険運営方針の見直しを踏まえて、
本市国保における保険料率の設定や保険料減免等の統一基準への移行の
手法等を検討し、次期「広域化への対応実施計画」を策定します。
・運営方針見直し(6月)　「広域化への対応実施計画」策定(3月)

〇一部負担金減免、高額療養費の区分判定の統一基準での運用について
、激変緩和措置期間内のスケジュールや課題整理を行うとともに、保険
料激変緩和措置期間中に統一基準に合わせるための独自軽減見直しにつ
いて、市民に対して丁寧に説明します。

〇保険料の府内統一基準化がなされる令和5年度（2023年度）末にむけ、
府が示す保険料標準収納率を下回らないよう、年度を通して引き続き保
険料収入の確保をめざします。

〇保険料滞納者に対する債権回収については、年度を通して、保険料徴
収方針のもと新型コロナウィルスによる影響にも配慮したきめ細やかな
納付相談を実施するほか、納付催告や差押え等適正な滞納処分の実施に
より保険料徴収を行い、早期の滞納解消と累積防止に努めます。
・保険料徴収方針策定(～6月)

〇保険料口座振替登録の入力業務について、OCR（光学的文字認識）を利
用し、口座振替依頼書の記載文字をデータ化して保険システムに取り込
むことにより、入力業務の簡素化を図る仕組みの構築を検討します。



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

1

健康危機管理対策の強化と感染症予防の徹底

総合計画
2-2-③ 地域医療の充実を図ります。

基本政策

32 健康施策の推進（食育の推進、健康マイレージ事業の実施、健診センターの設置など）

 

2

特定健診・各種がん検診の充実及び健康寿命の延伸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 2-2-③ 地域医療の充実を図ります。

 
 基本政策

 32 健康施策の推進（食育の推進、健康マイレージ事業の実施、健診センターの設置など）

 

４．中期目標（概ね今後4年間）

【新型インフルエンザ訓練】
＊全庁訓練と所内訓練を隔年で実施。
・令和元年（2019年）令和3年（2021年）は所内
・令和2年（2020年）令和4年（2022年）は全庁
・2類感染症訓練、防護服着脱訓練は毎年

〇新型コロナウイルス感染症のパンデミック経験を活かし、新型インフルエ
ンザや2類感染症等の発生時に対応できるよう、平常時から実動訓練を行うと
ともに、関係機関との連携を図り、対策を強化します。

〇新型コロナウイルス感染症が一定収束したとしても、より一層の市民の健
康意識の向上を図るため、各種健康講座や健康相談などの健康施策を引き続
き実施します。

〇特定感染症予防指針に定められた結核やエイズ等の対策に取り組むととも
に、季節性インフルエンザ・感染性胃腸炎等の感染症発生動向調査に基づい
た予防対策の徹底を図ります。

＊第3期特定健診等実施計画・第2期保健事業実施計画の中間見直し
＊けんしん個別化・無料化への調整【令和2年度（2020年）】
＊けんしん個別化・無料化の実施　【令和3年度（2021年）】

〇各種けんしんの受診率向上に向けた施策の展開や受診しやすい環境を整備
し、市民の健康増進を図ります。
〇個々の健康課題に応じた生活習慣病の重症化予防事業を実施し、対象者の
健康意識や生活の質の向上を図ります。



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

3

総合計画
2-2-② 生活衛生の確保を図ります。

基本政策

32 健康施策の推進（食育の推進、健康マイレージ事業の実施、健診センターの設置など）

 

4

難病支援の充実
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 2-2-① こころと体の健康管理・予防対策を進めます。

 
 基本政策

 33

 

狂犬病予防対策、動物愛護事業及び食品衛生監視指導計画に基づく監視指導
の実施について

＊動物の適正飼養の普及啓発【通年】

＊猫避妊去勢手術助成金制度のクラウドファンディング実施による
拡充【令和元年度（2019年）～】

＊監視指導計画に基づく監視指導の実施【通年】

＊改正食品衛生法の周知啓発【通年】

〇市民に対し、犬や猫の適正飼養の啓発を行い終生飼養の普及を図ります。

〇猫避妊去勢手術を奨励するための助成制度の拡充を図ります。

〇食品の安全確保のため、計画的な監視指導、及び食品等の試験検査を実施
します。

〇HACCP方式の普及や新許可届出制度などの改正食品衛生法に関する周知を図
ります。

＊追加される指定難病（333疾患）への対応【令和元年（2019年）
～】

【災害対応】
＊指定難病等以外の人工呼吸器使用者の把握【令和元年（2019年）
～】
＊防災プラン（個別支援計画）の作成【令和2年（2020年）】

〇多様なニーズをもつ難病患者の病状、生活実態に応じた支援体制を充実す
るために、患者・家族、関係機関への情報発信やネットワークの構築をめざ
すとともに、地域における難病に関する理解促進を図り、地域共生社会の実
現を促します。

〇災害対応として人工呼吸器使用者については、指定難病患者以外の患者を
把握し、それぞれに合った「防災プラン」を策定します。

医療・介護・福祉のネットワーク向上～セーフティネットの強化～（在宅医療と介護の連携推進、難
病支援の充実、障害者支援施策の充実など）



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

5

産後うつ予防及び虐待予防のための妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

総合計画
1-1-① 産前・産後の切れめない支援を進めます。

基本政策

0 　　　　

 

6

国保広域化の取り組み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 2-1-④ セーフティネットとしての社会保障制度の充実を進めます。

 
 基本政策

 31 地域包括ケアシステム・豊中モデルの総合推進

 

＊マルトリートメント予防啓発資材の共同開発、支援者向け研修【
令和元年度（2019年）～令和2年度（2020年）】
　（マルトリートメント・・・大人側の加害の意図の有無にかかわ
らず、「大人から子どもに対する避けたい関わり」を意味し、児童
虐待の意味を広くとらえた概念。）

〇保健医療並びに子育ち・子育て支援の総合的な観点から、地域包括ケアシ
ステムと連動し、妊娠・出産・育児のしやすい地域づくりに向けた環境整備
をめざし、切れ目のない支援の円滑な実施に取り組みます。

＊次期「広域化への対応実施計画」を策定。保険料率の設定、保険
料減免の統一基準への移行の手法等について整理。
＊健康マイレージの市独自ポイントを実施。【令和2年度（2020年
）】
＊保険料率の設定等について条例改正（特例条例から条例の本則規
定へ）の提案。【～令和5年度（2023年）】
＊激変緩和措置期間が終了。保険料等、府内統一基準で実施。【令
和6年度（2024年）】
＊市独自軽減の廃止　議会で国民健康保険条例改正【令和元年
（2019年）6月】　段階的に縮小【令和2年度（2020年）～令和5年
度（2023年）】　独自軽減廃止。【令和6年度（2024年）】
＊減免の見直し　次期大阪府国民健康保険運営方針の見直し結果を
踏まえ、条例・規則の改正を予定。【令和3年度（2021年）】

〇国保保険料の統一に向けた保険料率の段階的な改定に加え、広域化のメリ
ットを活かした事業の実施等、大阪府国民健康保険運営方針に基づき、広域
化に対応する取り組みを進めます。

〇国民健康保険運営協議会に諮問し、パブリックコメントで対外的に意見照
会を行った国民健康保険広域化への対応実施計画に沿って保険料の軽減・減
免の見直し作業を計画的に進めます。

〇保険料の府内統一基準化がなされる令和5年度末にむけ、府が示す保険料標
準収納率を下回らないよう、引き続き保険料収入の確保をめざします。



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

7

保険料収入の確保について

総合計画
2-1-④ セーフティネットとしての社会保障制度の充実を進めます。

基本政策

31 地域包括ケアシステム・豊中モデルの総合推進

＊口座振替登録入力業務の簡素化を図る仕組み検討【令和2年度
（2020年）～令和3年度（2021年）】
　システム開発・テスト等【令和4年度（2022年）】
　実施予定【令和5年度（2023年）】

＊口座振替加入率　達成目標
【令和2年度（2020年）】　29％
【令和3年度（2021年）】　30％
【令和4年度（2022年）】　31％
【令和5年度（2023年）】　32％

〇保険料口座振替登録の入力業務について、OCR（光学的文字認識）を利用し
、口座振替依頼書の記載文字をデータ化して保険システムに取り込むことに
より、入力業務の簡素化を図る仕組みの構築を進めます。
〇口座振替加入率の向上
＊納付忘れを減らし保険料収納を円滑に進めるために口座振替による納付を
推進します。平成30年（2018年）3月1日の口座振替原則化の要綱策定以来、
窓口での加入手続、現金納付に来られた方へ口座振替の勧奨を行い、できる
だけその場で手続きを完了させるためにペイジーによる口座振替手続きを積
極的に活用して加入率向上を進めます。
〇既存の滞納整理の進行管理の徹底や工夫により収納率を高める一方、新た
な徴収方策の検討や、支払い困難な低所得者層に対するきめ細やかな納付相
談を実施し、収納確保に努めます。


	Page0_Row0
	Page1_Row1
	Page2_Row2
	Page3_Row3
	Page4_Row4
	Page5_Row5
	Page6_Row6
	Page7_Row8
	Page8_Row10
	Page9_Row12

